
地球温暖化や人口増加などで、水資源の確

保が世界的な課題に浮上している。 7月 の主

要国首脳会議 (ジ同爺湖サ ミッ ト)で も水問題

が議題に取 り上げられる。環境と経済、二つ

のエコの両立を目指す 「エコ ・エコノミー」

第 2部 は、急速に膨張する世界のウオーター

ビジネスの波頭を追う。 (関連記事13面に)
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第2部 ウオーターパ ワー ①

≡
電
機

？
電
子
企
業
な
ど
の

工
場
が
集
ま
る
中
国
江
蘇
省

蘇
州
市
新
区
。

こ
の

一
角
で

旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ

（東
京

・
千
代
田
）
が
工
場
排
水
の

リ
サ
イ
ク
ル
代
行
サ
ー
ビ
ス

に
乗
り
出
す
。

プ
リ
ン
ト
配

線
基
板
工
場
で
出
る

一
日
約

千
七
百

ント
の
排
水
を
工
場
仕

様
の

「
高
級
工
業
用
水
」
に

仕
上
げ
て
顧
客
企
業
に
提
供

す
る
。

プ
ラ
ン
ト
は
来
年

一

月
に
動
く
予
定
だ
。

ね
な
い
」
と
国
連
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
務
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル

ウ
ォ
ー
タ

，
ジ
ャ
パ
ン

（干

葉
県
習
志
野
市
）
の
吉
村
和

就
代
表
は
警
告
す
る
。

深
刻

さ
が
増
す
ほ
ど

「
日
本
製
の

ろ
過
膜
の
需
要
が
高
ま

っ
て

い
く
」

（丸
紅
▼
。

中
国
は
今
や
膜
技
術
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
だ
。

米
ダ
ウ

・

ケ
ミ
カ
ル
の
逆
浸
透
膜
は
北

京
三
カ
所
の
排
水
再
利
用
施

設
に
採
用
さ
れ
た
。

日
東
電

超
純
水
に
も
注
目

「
オ
ル
ガ
ノ
を
突
き
放
せ
」

―
卜
。

液
晶
パ
ネ
ル
洗
浄
な

ど
に
使
う
超
純
水
は
東
京
ド

ー
ム
規
模
の
体
積
の
中
に
角

砂
糖

一
個
程
度
の
不
純
物
し

か
含
ま
な
い
。

最
大
手
の
栗

田
工
業
の
藤
野
宏
社
長
の
鼻

息
は
荒
い
。

シ
ャ
ー
プ
の
液

晶
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

（堺
市
）

向
け
に
五
百
億
円
を
設
備
投

資
す
る
同
社
だ
が
、

目
線
は

早
く
も
海
外

を
向

い
て
い

る
。

「
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海

外
売
上
高
比
率
を
二
〇
％
に

引
き
上
げ
る
」
。

二
位
オ
ル

ガ
ノ
と
の
差
を
さ
ら
に
広
げ

る
構
え
だ
。　
　
…

東
レ
の
試
算
で
は
世
界
の

水
ビ
ジ
ネ
ス
は
①
五
年
の
約

六
十
兆
円
市
場
が
二
五
年
に

は
百
二
十
兆
円
超
に
倍
増
す

る
見
通
し
。

上
下
水
道
施
設

な
ど

の
管
理
運
営

が
百
兆

円
、

プ
ラ
ン
ト
建
設
な
ど
で

十
兆
円
、

ろ
過
膜
や
ポ
ン
プ

な
ど
は

一
兆
円
に
膨
ら
む
見

通
し
で
日
本
企
業
も
恩
恵
に

あ
ず
か
れ
る
見
通
し
だ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
今
、

巨
大
水
利
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

着
々
と
進
行
中
だ
。

東
京
ド

ー
ム
五
十
個
以
上
の
広
さ
が

あ
る
湾
を
せ
き
止
め
、

淡
水

の
貯
水
池
に
す
る
。

同
国
は

水
需
要
の
半
分
以
上
を
隣
国

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
輸
入
に

頼
る
。

水
の
自
給

・
自
立
は
、

建
国
以
来
の
悲
願
だ
。

海
水

淡
水
化
施
設
で
は
日
本
製
の

逆
浸
透
膜
が
主
役
に
な
る
見

通
し
で
、

「
我
が
国
の
安
全

保
障
に
対
す
る
日
本
の
貢
献

度
は
高
い
」

（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
政
府
関
係
者
）
。

戦
略
物
資
と
し
て
の
水
に

改
め
て
全
世
界
が
注
視
す
る

中
、

日
本
の

「
ウ
オ
ー
タ
ー

パ
ワ
ー
」
が
動
き
出
す
。

▼
ろ
過
膜
　
主
に
二
種
類

あ
る
。　

一
つ
は
海
水
淡
水
化

に
使
う

「
逆
浸
透
膜
」
ギ
巳

震
邑
Ｅ
、
臣

／
長
ゴ
ヨ
康
な

も
う

一
つ
は
下
水
や
浄
水

分
野

で
使

う

「
精
密

ろ
過

膜
」
。

逆
浸
透
膜
よ
り
も
目

が
且
、
ｏ
邑
ヒ
覧
ヽ
ア
タ

／

膜
の
力
で
き
れ
い
に
し
た
シ

・に
水
処
理
関
連
事
業
の
売
上

ャ
ワ
ト
の
水
を
木
々
の
か
ん

一島
を
現
在
の
二

・
五
倍
、

五

水
に
使
う
。

　
　
　
　
　
　
　
百
億
円
に
引
き
上
げ
る
。

水
危
機
は
中
国
だ
け
で
は

な
い
。

ア
フ
リ
カ
、

南
ア
ジ

ア
な
ど
で
十

一
億
人
が
今
も
．

安
全
な
水
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

国
連
は
二
五
年

に
世
界
人
口
の
半
分
が
水
不

足

に
直
面

す
る

と
予
測
す

る
。

「
石
油
、

穀
物
の
後
に

二
十

一
世
紀
で
最
後
に
争
う

の
が
水
」
。

丸
紅
経
済
研
究

ハ
イ
テ
ク
浄
化
で
救
援

市
場
拡
大
、２５

年
に
１２０
兆
円
も

世
界
で
も
珍
し
い
新
サ
ー

ビ
ス
で
使
う
の
が
（
旭
化
成

の
作

つ
た
高
性
能
ろ
過
膜
。

旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
の
浜
口

正
夫

・
水
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
部
部
長
は

「
水
に
対
す
る

当
局
の
監
視
の
目
が
厳
し
く

な

っ
て
き
た
」
と
話
す
。

水
不
足
が
深
刻
な
中
国
北

部
で
は
工
業
用
水
の
価
格
は

高
い
。

ハ
イ
テ
ク
エ
場
で
は

公
共
用
水
を
そ
の
ま
ま
で
は

使
わ
ず
、

イ
オ
ン
交
換
樹
脂

な
ど
を
使

っ
て
追
加
処
理
す

工
も

「
海
水
淡
水
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
化
学
工
場
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
一

（上

海

現
法

の
後
藤

勝
久
取
締

役
）
。

東
レ
の
逆
浸
透
膜
は

五
輪
競
泳
会
場
「
水
立
方
（英

語
名
ウ
オ

ー
タ

ー
キ

ュ
ー

ブ
）
≡
、

テ
ニ
ス
会
場
、

身

体
障
害
者
五
輪
の
選
手
村
で

採
用
さ
れ
た
。

水
立
方
で
は
、

所
の
柴
田
明
夫
所
長
は

「
水

戦
争
」
の
ぼ

っ
発
す
ら
予
測

す
る
が
、

危
機
を
未
然
に
摘

む
と
こ
ろ
に
巨
額
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

日
東
電
工
約
六
十
億
円
、

東
レ
約
七
十
億
円
―
―
。

需

要
拡
大
を
見
込
ん
で
各
社
が

膜
の
増
産
投
資
に
走

っ
て
い

る
。

日
東
電
工
は

一
二
年
度



北
京
五
輪
の
競
泳
会
場

「
水
立
方
」
で
も
水
処
理
に
東
レ
の
膜
技
術
が

使
わ
れ
て
い
る
Ｈ
Ａ
Ｐ

る
場
合
ｔ
多
ｒ
「　
一
卿
理
禦

し
で
使
え
る
り
，

サ
イ
ク
ル
水

は
魅
力
の
は
ず
」
と
同
社
は

そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
く
。

水
不
足
深
刻
に

中
国
で
は
環
境
汚
染
や
水

不
足
が
深
刻
だ
。

昨
年
、

水

源
の
大
湖
で
ラ
ン
藻
が
異
常

発
生
し
、

水
道
水
が
飲
め
な

く
な

っ
た
無
錫
市
で
は
、

水

質
悪
化
の
元
凶
と
さ
れ
る
約

五
百
の
化
学
工
場
を
聞
鎖
し

た
。

今
年
も
三
百
六
十
九
を

閉
鎖
す
る
計
画
だ
。

上
海
市

は
昨
年
夏
に
汚
染
物
質
の
排

出
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
多

い

「
問
題
企
業
」

へ
の
電
力

供
給
を
制
限
し
、

取
り
締
ま

り
を
強
め
て
い
る
。

で
世
界
シ
ェ
ア
の
半
分
め
土

を
占
め
る
。

な
ど
α
日
本
翼
て
四
目
α
裡

界
シ

ェ
ア
を
占
め
る
。

無
錫
市
の
水
源
、

大
湖
で
は
ラ
ン
藻
が
発
生
し
て
い
る

（
な

月
、

断
江
省
湖
州
）
＝
Ａ
Ｐ

●
「水
問
題
が
同
国
の
経
済

発
展
の
制
約
要
因
に
な
り
か

一車
章
一”■
一一≡
十ヽ
い
まヽ
■
一■
“辞
一キ
一】
４
■
■
一ヽ
一一斗



エコ ノ々ミ土

笈ポ 多

世
界
の
投
資

マ
ネ
ー

が
水

に
群
が
り
始
め
た
。

「
当
地
の
水
関
連
の
投
資

セ
ミ
ナ

Ｌ
で
関
心
を

持

っ

た
。

事
業
内
容
を
教
え
く
れ
」

「
中
長
期
で
の
投
資
を
考
え

て
い
る
」
―
―
。

東
京
都
江
東
区
の
オ
ル
ガ

ノ
本
社
。

経
営
企
画
部
で
Ｉ

Ｒ
を
担
当
す
る
七
海
匠
氏
の

デ
ス
ク
は
月
に

一
全

一度
「
戦

場
」
に
な
る
。

国
際
電
話
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
通
話
相
手
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

ロ
ン
ド
ン

の
機
関
投
資
家
。

仲
介
役
の

証
券
マ
ン
も
ま
じ
え
た
へ
丁

々
発
止

の
や
り
と
り
は
時
に

二
時
間
に
及
ぶ
。

同
社
は
液
晶

・
半
導
体
産

業
向
け
の
超
純
水
供
給
で
国

内
二
位
。

大
株
主
上
位
十
社

の
う
ち
過
半
数
の
六
社
を
外

資
が
占
め
る

六
二
〇
〇
七
年

九
月
末
時
点
）
。

機
械
セ
ク

タ
ー

で
も
目
立
た
な
い
存
在

だ

っ
た
の
に
、

今
や

「
国
際

優
良
株
」
の

一
角
を
占
め
る

よ
う
に
な

っ
た
。

沸
く
フ
ァ
ン
ド

「
ピ
ク

テ
と
は
何
者
だ

？
」
。

ピ
ク
テ
と
い
う

一
般

に
な
じ
み
が
薄
い
名
前
が
オ

ル
ガ
ノ
の
大
株
主
上
位
に
顔

を
出
し
た
の
は
二
年
あ
ま
り

前
。

株
式
市
場
で
も
様
々
な

憶
測
が
乱
れ
飛
ん
だ
が
、

そ

の
正
体
は
水
銘
柄
を
投
資
対

象
と
す
る
世
界
的
な
水
フ
ァ

ン
ド
の
先
駆
者
だ

っ
た
。

ピ
ク
テ
と
は
ス
イ
ス

・
ジ

ュ
ネ
ー

ブ
に
本
拠
を
置
く
ピ

ク
テ
銀

，
行
。

創
業

一
八
〇
五

年
、

工
侯
貴
族
の
資
産
管
理

を
引
き
受
け
て
き
た
歴
史
を

持

つ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク

の
名
門
だ
。

水
フ
ァ
ン
ド
の

生
み
の
親
で
フ
ァ
ン
ド
純
資

産
額
は
昨
年
夏
時
点
で
八
千

億
円
近
く
に
の
ぼ

っ
た
。

世
界
が
Ｉ
Ｔ
（情
報
技
術
）

ブ
ー
ム
に
沸
く
①
Ｏ
年
に
ピ

ク
テ
は
水
の
価
値
に
着
目
。

あ
り
き
た
り
で
は
満
足
し
な

―‐―‐■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１１，‐■
一ｒ
ｉ郷

い
富
裕
層
向
け
の

「
エ
ッ
ジ

の
き
い
た
商
品
」

（多
田
信

義

・
ピ
ク
テ
投
信
投
資
顧
間

マ
「
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
）
と

し
て
開
発
し
た
。

老
舗
が
放

っ
た
先
端
商
品
に
時
代
が
追

い
つ
い
て
き
た
。

日
本
初
の
水
フ
ァ
ン
ド
は

ピ
ク
テ
と
野
村
ア
セ

ッ
ト

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
①
四
年
に
共

同
で
立
ち
上
げ
た
。

ス
タ
ー

ト
時
に
百
五
十
億
円
だ

っ
た

純
資
産
は
昨
夏
、

千
二
百
億

円
規
模
に
ま
で
増
え
た
。

昨
年
六
十

八
月
に
は
三
カ

月
間
で
三
本
の
水
フ
ァ
ン
ド

が
立
て
続
け
に
発
売
さ
れ
た

（四
月
末
で
合
計
純
資
産
額

は
約
千
六
百
億
円
）
。

そ
の

う
ち

の

一
つ
の
商

品
名
は

「
ブ
ル
ー
ゴ
ー

ル
ド

（青
い

金
脈
）
」
だ
。

水
が
マ
ネ
ー

を
生
む
と
い
う
わ
け
だ
。

だ
が
、

投
資
家
の
目
は
そ

ん
な
に
甘
く
な
い
。

「
日
本

の
水
関
連
企
業
は
優
れ
た
技

術
を
も

つ
が
エ
ッ
チ
。

世
界

で
み
れ
ば

買
収
さ
れ
る
側

だ
」
。

外
資
系
金
融
機
関
の

幹
部
は
こ
う
明
言
す
る
。

フ
ア
ン
ド
の
組
み
入
れ
上

位
は
ポ
ン
プ
世
界
大
手
の
米

Ｉ
Ｔ
Ｔ
や
同
ペ
ン
テ
ア
、

水

道
運
営
の

一
兆
円
企
業
で
あ

る
仏
ヴ

ェ
オ
リ
ア
や
同
ス
エ

ズ
な
ど
欧
米
勢
が
ず
ら
り
。

世
界
の
水
危
機
を
救
う
体
力

の
あ
る
企
業
に
マ
ネ
ー

が
向

か

っ
て
い
る
。

日
本
で
は
栗

田
工
業
、

オ
ル
ガ
ノ
、

東
レ

な
ど
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

る
が
、

日
本
株
の
比
率
は

一

割
未
満
と
少
な
い
。

忍
び
寄
る
Ｍ
＆
Ａ

投
資
資
金
が
海
外
の

「
水

メ
ジ
ャ
ー

」
に
還
流
し
、

海

外
勢
の
Ｍ
＆
Ａ

（合
併

・
買

収
）
の
背
中
を
押
し
て
い
る
。

例
え
ば
、

水
処
理
中
堅
の
西

原
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（東

京

・
港
）
は
仏
社
に
買
収
さ

れ
た
。

海
外
勢
が
現
実
に
触

手
を
伸
ば
し
て
き
た
。

「
買
収

へ
の
備
え
は
怠
れ

な
い
」
。

酉
島
製
作
所
は
、

二
十
七
・旧
に
開
く
株
主
総
会

に
買
収
防
衛
策
導
入
案
を
諮

る
。

同
社
は
海
水
淡
水
化
用

の
高
圧

ポ

ン
プ
世
界
最
大

手
。

取
引
銀
行
が
大
株
主
に

並
ぶ
が
、

安
閑
と
は
し
て
い

ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
。

「
成
長
戦
略
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
」
―
―
。

か

つ
て
資

産
に
比

べ
株
価
が
割
安
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、

外
資
が
直

接
、

業
容
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
乗
り
込
ん
で
き
た
こ
と

が
あ

っ
た
。

今
の
時
価
総
額

も
約
六
百
億
円
で
、

買
い
手

を
ひ
る
ま
せ
る
よ
う
な
額
で

は
な
い
。

姫
野
寛
文
常
務
執

行
役
員
は

「
欧
米
に
ラ
イ
バ

ル
が
三
十

四
社
い
る
。

常
に

（買
収

の
）

ｒリ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
」
と
見
え
な
い

影
を
警
戒
す
る
。

逆
巻
く
水

マ
ネ
ー
。

流
れ

に
乗

っ
て
成
長
の
階
段
を
上

る
か
、

激
流
に
も
み
く
ち
ゃ

に
さ
れ
る
か
。

企
業

の
存
亡

を
か
け
た
戦
い
が
水
面
下
で

始
ま

っ
て
い
る
。
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時
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０
，

q_…_ p15  1.o ｀ 1.5ッ亡
~南

o
連結売上高            ～

'″  ~

(注)企業名のカッコ内は主な事業分野、連絡売上高は2008年3月期


